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I  バイオサイエンス研究科の教育目的と特徴 

 
１．教育目的とその実現  

バイオサイエンス研究科は、「大学の中期目標・計画」に掲げられている「大学の基本

目標」及び「教育に関する目標」を実現するために、「国内外で高い志を持って科学技術

の進歩に挑戦して国際社会で活躍できる自立したバイオサイエンス研究者を養成、バイ

オサイエンス分野において科学技術の活用や普及により社会や企業を支える専門性を持

った人材の養成」をその教育目標とする。  
それを実現するために、求める人材をアドミッションポリシーとして明記し、国内外

を問わず、また大学での専攻にとらわれず、高い志を持った学生を受け入れる。入学生

に対しては、教職員が養成しようとする人材像を共有しつつ、体系的な授業カリキュラ

ムと組織が責任を持つ研究指導からなる教育課程を編成し、人間として備えておくべき

倫理観、広い視野、論理的な思考力、積極的な行動力、総合的な判断力、さらには豊か

な言語表現能力を養うことを基本とする。  
 
２．研究科の特徴・特色  

①多様なバックグランドを有する学生：  
学部課程を持たない大学院大学バイオサイエンス研究科の特色として、日本人学

生は広く全国の大学出身者や工業専門学校専攻科卒業生及び先進国からの科学技術

の導入に熱心な準先進国からの海外留学生で構成されている。また、学生の出身分

野、修学履歴さらには将来の希望進路等が多様であることが特色である。  
②整備された教育・研究環境  

・世界的にトップレベルのバイオサイエンス研究と密接に関連した教育を実施  
・5 年一貫コースなど、多様で先進的な教育プログラムを実施  
・教育実施内容と方法についての外部評価及び教育成果の検証に基づいた教育シス

テムの恒常的な改善  
・学生生活、修学及び就職活動に対する綿密なサポート体制の充実  
・大学院教育の実質化と学位取得へのプロセス管理の充実・透明化の推進  

研究科としてこれらの教育プログラムを体系的に編成・実施して、教育目標の達

成を図っている。  
③海外機関との連携による国際性の涵養  

国際的な教育研究拠点として、入学から博士後期課程修了までの体系的国際コー

スを設置した。米国大学と連携した短期留学制度を実施し、派遣学生は 1 ヶ月間の

実地英語教育を受けるとともに生物系研究室に配属され、学生の本学での研究成果

の英語発表等を通して国際性の涵養を図っている。  
④教育活動の実績：  

大学院における教育活動の成果は、教育課程の次の段階である研究課程において

発揮される。研究目的と特徴に記載したように、バイオサイエンス研究科から発信

した研究成果（科学論文）は多くの点で群を抜いている。これらの論文の多くが博

士課程学生の研究成果を元にしたものであることから判断して、本研究科による教

育の効果は十分発揮されていると考えられる。また、本研究科は平成 14 年度～18
年度に実施された 21 世紀 COE に選定されるとともに、平成 19 年度～23 年度には

グローバル COE に選ばれた。さらに平成 24 年度から卓越した大学院拠点形成支援

補助金に採択された。それらの実績はまさに成果として目を見張るものがあった。  
【想定する関係者とその期待】  
・本研究科在学生：先端的な知識･技術の修得、研究能力の養成、発表能力の向上、指導

力の育成、幅広い人間関係の構築、希望する職種･企業への就職、国際性の涵養  

1

arase
テキストボックス
高等



奈良先端科学技術大学院大学バイオサイエンス研究科 

 
 

・修了者を受け入れる研究機関･企業・大学：  高度な専門知識を有し、国際性と指導性

を兼ね備えた研究者、優れた教育者の養成  

Ⅱ 「教育の水準」の分析・判定 

分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

観点 教育実施体制 

 

（観点に係る状況） 

 

研究科の内部構成： 

教育目的を実現するため、平成２３年度よりそれまでの２専攻（細胞生物学専攻 11

講座、分子生物学専攻９講座）から１専攻（バイオサイエンス専攻）に改変しバイオサ

イエンス領域に関する基礎から先端領域までをカバーする教育を行っている。これに加

え、学外の諸機関との有機的な連携により、関連融合領域の教育を進めている（資料 I-1）。 

 

教員組織と専任教員等の配置： 

教員組織に関して、それぞれの専門分野で優れた業績をもつ研究者を全国から採用し、

専任教員として配置している。さらに、より広範な専門分野の教育を実施するために将

来性ある若手研究者の採用に積極的に取り組んでいる（資料 I-1、I-2、I-3）。 

 

教育運営体制： 

全学の教育実施体制の枠組みと連動する形で研究科内に教務委員会を設置し、研究科

長、副研究科長、学長補佐らと密接に連携しながら、教育に関わる日常的な業務から中

長期的な将来計画までを視野に入れた教育課程の改善策の検討を行っている（資料 I-4）。 

教務委員会では、その担当分野を入試、カリキュラム、就職／キャリアーパス教育、

フロンティアバイオ（ＦＢ）コース、バイオエキスパート（ＢＸ）コース、授業評価・

FD 研修、学位審査会・学生賞選考に分け、それぞれを担当する委員が全教員と密接な連

携を取りながら日常的な活動を行っている。同時に、カリキュラムを含む教育プログラ

ムの改善に恒常的に取り組んできた。 

加えて、教育システムの検証、教育方法のスキルアップ及び教員の意識改革をそれぞ

れ図ることを目的として、平成 17 年度から年 2-3 回ファカルティーディベロップメント

のための教員集会（ＦＤ研修会）を開いている（資料 I-5）。原則として教授、准教授、

助教および事務職員を含めた構成員が参加することとし、主に以下の活動を行っている。 

①学生による授業評価アンケートの結果に関する分析と検証 

②米国大学への教員の派遣による教育システムの視察と教員へのフィードバック 

③アドバイザー委員会など外部識者による、講義聴講を含む、教育システムの評価の

実施とそのフィードバック 

 

学生定員と現員： 

教育の目的を達成するためには求める人材（学生）の確保が基本であり、そのために

適切な学生数の維持に努めている。収容定員は前期課程、後期課程それぞれ 250 名、108

名である。これに対し（平成 24 年５日１日での）現員はそれぞれ 262 名、110 名であり、

コンスタントに充足率を満たしている（資料 I-6）。 

 

（水準） 

期待される水準を大きく上回る 

 

（判断理由） 
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研究科内における教務委員会を主体とする教育実施体制が確立され、日常的な業務が

効率良く運営されていると共に、中長期的な将来計画までを視野に入れた教育課程の改

善にも恒常的に取り組んでいる。これらの実績は、平成 19 年度からのグローバル COE

プログラムの事後評価において高い評価を得る（資料 I-7）と共に、平成 24 年度からの

「卓越した大学院拠点形成支援補助金」にも引き続き採択されたことから示されるよう

に、外部からも高く評価されている。 

 

 

観点 教育内容・方法 

 

（観点に係る状況） 

 

出身分野、学習履歴、将来の希望進路等において多様な入学生を対象として、教育目

的を達成するために、バイオエキスパートコース（ＢＸ）並びにフロンティアバイオコ

ース（ＦＢ）という２つのコース制をとっている（資料 I-8）。さらに、各コースにおい

て、前期、後期それぞれの学位取得に至る体系的な教育課程が確立されている。なお、

コースの枠組みは固定されたものではなく、学生の進路変更によるコース間の移動には

柔軟に対応している。 

 

大学院教育の実質化に積極的に取り組み、授業科目を共通、一般、基礎、専門、ゼミ

ナール、研究実験／課題研究等に分類し、教育目標に掲げている学力・能力を育成する

ための体系的な授業カリキュラムを編成している。同時に、それらの多様な科目編成の

中で必修科目・単位数を設定し、研究科の教育目的の達成を図っている（資料 I-9, I-10）。

なお、実験科学としての性格の強いバイオサイエンスに関わる研究科として、講義科目

は入学後約３ヶ月間に集中して実施し、残りの期間は研究室において研究実験に集中的

に取り組める内容となっている。 

 

研究指導において「プロジェクト演習」、「中間報告会」を行うことで、所属研究室の

指導教員（助教を含む）及び他研究室の教員からなる複数指導教員制による研究指導を

定期的に実施している。所属研究室にまかせるのではなく、研究科が責任を持つ体制の

整備・充実を進めている（資料 I-10）。 

 

国際的に活躍できる研究者・技術者の育成のため、連携協定を締結しているカリフォ

ルニア大学デービス校での１月の語学・研究研修（国際バイオゼミナール）をはじめと

する、英語能力向上と国際性涵養のためのプログラムを行っている。 

 

これらの授業科目の内容、講義の進め方、必修科目並びに修了要件などに関するオリ

エンテーションを入学時に行い、学生への周知を図っている（資料 I-11）。 

 

学生の就職活動・キャリア形成をサポートするために、キャリアデザイン委員会を整

備すると共にキャリア相談室を設けている（資料 I-12）。さらに、企業体験プログラム

制度を設け、学生が２つの企業を教員とともに少人数で訪問し、企業体験できる制度を

実施している（資料 I-13）。 

 

国際性の涵養と語学教育のため外国人教員による後期課程「国際バイオゼミナール」

の実施、クラス分けによる授業の効率化、ネットワーク学習システムの導入による実質

化をそれぞれ図っている。また、サマーキャンプ、国際ワークショップなどを学生の年

度ごとに内容を設定し、英語発表の実践の場を設けている。（資料 I-14）。 
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広範な研究分野に対応するため大学近隣の研究機関・大学とも（教育連携研究室、単

位互換制度などによる）教育連携を行っている。（資料 I-15） 

 

教育プログラムの充実： 

・少人数形式による「演習」授業の実施：担当する学生に前もって課題を与え、主体的

な学習による準備、授業中でのプレゼンテーション、質疑応答を経験させる。演習の

評価も予習、発表、リーダーシップ、演習への積極的な参加などの項目別で行われる

ことを前もって学生に周知し、学生主体の運営を意識づけさせている。 

 

教育指導体制の整備： 

・科目を共通、必修、基礎、一般に分類すると共に課程での必修単位数を明示し、学生

が修得するべき学力の指針とする。また、シラバスには授業の目標、内容、達成基準、

教科書・参考書などを記載し、学生の主体的な学習を促す。 

・「電子教育カルテ」の導入により、教育指導の透明性、実効性の促進を進めている。 

 

環境面からのサポート： 

・学生個人常用 PC の貸与とネットワーク環境の整備。 

・電子図書館システムによる、24 時間利用可能な電子ジャーナル、検索サービスの提供。 

・英語の自主的学習を可能にする、オンライン英語学習システムの導入。 

・「グローバルＣＯＥプログラム」、「卓越した大学院拠点形成支援補助金」等を活用し、

優れた学生をＴＡあるいはＲＡとして採用することによる経済的なサポート体制の構

築(資料 I-16)。 

 

（水準） 

 

期待される水準を大きく上回る 

 

（判断理由） 

 

分析項目 教育内容 

法人化と前後する形で２コース制が導入され、9 年が経過した。平成 17 年度からの「魅

力ある大学院教育イニシアティブ」及び「21 世紀ＣＯＥプログラム」においてそれぞれ

高い評価を得た。平成 19 年度から「大学院教育支援改革プログラム」、「グローバル COE

プログラム」、そして平成 24 年度から「卓越した大学院拠点形成支援補助金」の支援を

得て、学生及び社会の要請に応えるための「教育内容」に関する新しい取組みが恒常的

になされている。例えば、ＦＢコースの学生に対する国際性涵養のためのプログラム、

BX のみならず FB 及び PD に対応するキャリアーパス教育支援システムの構築などである。 

 

分析項目 教育方法 

 

多様な学生に対応するための教育課程・授業形態として２コース制を取り入れ、既に

9 年間の実績がある。その間、主体的な学習を可能とするための環境づくりにも力を注

ぐ一方で、授業のＩＴ化、電子カルテシステムの導入と活用など教育システムにも恒常

的に改善を加えている。必修科目において、少人数によるゼミナール形式の授業を設定

していること、研究実験において、助教や他研究室の教員からなる複数指導教員が対応

する「プロジェクト演習」により、学生の主体的な学習を促している。修了時の学生ア
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ンケートにおいても、カリキュラム構成、講義・演習、教育内容において高い評価が得

られている。（資料 I-17） 
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奈良先端科学技術大学院大学バイオサイエンス研究科 分析項目 I 

 

資料 I-1 ３領域研究室と連携研究室の編制（平成２４年５月１日現在） 
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資料 I-1 （続き）３領域研究室と連携研究室の編制（平成２４年５月１日現在） 
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資料 I-1 （続き）３領域研究室と連携研究室の編制（平成２４年５月１日現在） 
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資料 I-1 （続き）３領域研究室と連携研究室の編制（平成２４年５月１日現在） 

 

 

 

資料 I-2 教員配置（平成２４年５月１日現在） 

専 攻 研究室区分 研究室数 
所属教員数 

教授 准教授 助教 特任 

バイオサイエンス 基幹研究室 26 21 9 45 7 

  教育連携研究室 5 3 2 0 0 

 

資料 I-3 専任教員の学外経験（平成２４年５月１日現在） 

 

学外経験区分 教授 准教授 助教 

他大学・他共同利用機関 20 6 21 

国立または公立の機関 13 6 31 

民間等 3 2 3 

学外未経験 0 0 8 

計  36 14 63 
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資料 I-4 教育実施体制 

 

 

資料 I-5 バイオサイエンス研究科ファカルティデベロップメント研修会実施 

 （平成２４年度） 

 

第 1 回  日時  4 月 2 日 (月 ) 午後 3 時～5 時 30 分  
参加者  研究科教員（教授、准教授、助教：87 名）  
内容  ・平成 24 年度カリキュラムの概要と変更点  

・平成 24 年度博士前期課程入試の概要  
・平成 24 年度研究科内各種活動・行事  

第 2 回  日時  7 月 31 日 (火 ) 午後 1 時 30 分～3 時 40 分  
参加者  研究科教員（教授、准教授、助教：73 名）  
内容  ・BX コースの講義・演習実施状況と学生アンケートの分析

・FB コースの講義・演習実施状況と学生アンケートの分析

・授業参観・評価  外部授業評価委員の講評  
・今年度のキャリア教育・就職活動支援について  

 

資料 I-6 学生定員及び現員（各年度５月１日現在） 

 

【博士前期課程】 

専攻   H22 H23 H24 

バイオサイエンス 
学生現員 226 241 262 

学生定員 228 239 250 

計 定員充足率 99.1% 100.8% 104.8% 

【博士後期課程】 

専攻   H22 H23 H24 

バイオサイエンス 
学生現員 106 125 110 

学生定員 102 105 108 

計 定員充足率 103.9% 119.0% 101.9% 
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資料 I-7 「グローバル COE プログラム」事後評価結果（平成２４年） 
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資料 I-8 二つの教育コースの理念と教育内容の概要 

 

バイオエキスパートコース 

 
博士前期課程で修了を予定する学生に、学習歴や学習到達度に応じた効果的な

教育を行うための教育コースです。 
 
主に企業や公共機関などに就職を希望する学生を対象とし、バイオサイエンス

の幅広い分野をカバーする講義に加えて、コミュニケーション能力を養成するこ

とを目的として、少人数クラスでの演習や英語の講義・演習を実施します。また、

産業界からの外部講師の協力を得て、バイオテクノロジーの様々な分野や企業で

の研究活動に必要な知識についても幅広い講義を行います。修士論文研究では、

研究能力に加えて発表や議論する能力の養成に重点をおいた指導を行います。 

フロンティアバイオコース 

 
さらに優れた学力を有し、博士前期課程を修了した後に博士後期課程へ進学を

希望する学生に対して、5 年間一貫した教育を行うための教育コースです。 

 

将来、国際的に活躍できる研究者を育成することを目的とし、ディスカッショ

ンを重視した少人数クラスでの講義・演習に加えて、外国人教師による５年間の

体系的な英語教育を実施します。また、ローテーションによる講座配属の決定、

主指導教員・副指導教員と学位審査委員を兼ねるアドバイザーコミティーの複数

教員による継続的な研究指導、クラス担任による進路・学習指導、海外での語学

研修・研究研修など、トップクラスの研究者養成のための革新的な教育を実施し

ます。 
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資料 I-9 履修プロセス図 
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資料 I-10(a) バイオサイエンス研究科教育課程表 
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資料 I-10(a) （続き）バイオサイエンス研究科教育課程表 

【博士前期課程の続き】 

 
 

 

 

【出典 学生ハンドブック】 
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資料 I-10(b)  授業科目及び担当教員一覧 

【博士前期課程】 
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資料 I-10(b)（続き） 

 
 

 

【出典 学生ハンドブック】 
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資料 I-11 Ｍ１学生オリエンテーション実施内容（平成 24 年度） 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 I-12 研究科のキャリアパス形成支援体制  

 

 
（出典：http://bsw3.naist.jp/career/introduction.html）

4 月 4 日  
教務委員長の挨拶：研究科の教育方針、オリエンテーションの意

義  
1．FB コースと BX コースの概略  
2．FB コースの選択と研究室配属  
3．BX コースの研究室配属（別所）  
4．FB コースの講義・演習・英語・研究指導（梅田）  
5．BX コースの講義・演習・英語・修論（別所）  
 
4 月 5 日  
1．学生生活（橋本）  
2．優秀学生賞・奨学金返還免除（中島）  
3．キャリア教育・就職活動支援（高木）  
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資料 I-13 企業体験プログラム概要（平成２５年度） 

     「バイオインダストリー特論演習」  
■実施スケジュール  
５月１５日（水）企業体験打合せ会議 キャリア委員会メンバー、キャリアデザイン部  
５月９日（木）より  企業へ依頼開始（北川先生）３８社目標 前年度実施企業および

新規企業にメール、電話で依頼  
６月７日（金）締め切り   
６月１４日（金）企業、日程確定  
６月１７日（月）  ＴＡ募集  
６月１８日（火）  参加学生募集（６月２４日締切）  
６月１９日（水）   教員に同行依頼  
７月 １日（月）  １３：３０～ＴＡ説明会および事前学習会（１回目） 大講義室  
７月 ５日（金）～   学生へプログラム送付  
７月 ８日（月）～   参加学生・同行教員決定、企業に参加学生名簿連絡、  
７月１７日（水）  １３：３０～事前学習会（２回目）L12．L13, 大セミナー室  
７月２３日（火）   プログラム実施日（7/23, 24  8/1, 5, 6, 7, 8, 9）  

～８月９日（金）   
９月 ３日（火）  報告会（大講義室）  
 
■協力企業  ３６社  下記表参照（昨年度３８社）  

新規企業   ２社  タキイ種苗、ＵＨＡ味覚糖  
昨年実施今年不可 ４社  北越紀州製紙、ダイソー、アサヒビール、持田製薬  
依頼したが実現せず  ５社  アサヒビール、三栄源、サンスター、理研ビタミン、新日本科学  
昨年実施今年依頼せず  １社   大阪府環境農林水産総合研究所  
■参加学生  

応募総数  ６６名（昨年度 91 名）  Ｍ１生６５名、 Ｄ２生１名  
            事前学習会欠席者 ０名、企業訪問欠席者２名（うち１名は

２社とも欠席）  
■ＴＡ   M2BX １８名（昨年度 19 名）1 名につき、2 社担当／2 社につき、２名

割り当て  
■教員同行  キャリアアドバイザー３名、教授８名、准教授９名、助教１名  
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資料 I-13 （続き）  
 
グ

ル

ー

プ  

Ｎ

o 
企業名  実施日 実施市区  訪問事業所  

同

行

教

員  

参

加

人

数

1 

1 味の素株式会社  
8 月 6 日

(火 )  
神奈川県川崎市  

バイオ・ファイン研究

所  

大

津  
4

2 株式会社ブリヂストン  
8 月 5 日

(月 )  
東京都小平市  小平技術センター  

出

村  

2 

3 川合肥料株式会社  
7 月 24 日

(水 )  
静岡県磐田市  本社  

新

城  
4

4 サッポロビール株式会社  
7 月 23 日

(火 )  
静岡県焼津市  

価値創造フロンティ

ア研究所  

新

城  

3 

5 アズワン株式会社  
8 月 9 日

(金 )  
大阪府大阪市  本社  

秋

山  
3

6 ロート製薬株式会社  
8 月 5 日

(月 )  
京都府木津川市  

ロートリサーチビレ

ッジ京都  
森  4

4 

7 天野エンザイム株式会社  
8 月 8 日

(木 )  

岐阜県大垣市  

岐阜県各務原市  
養老工場 /岐阜研究所

駒

井  
3

8 大阪市立工業研究所  
7 月 23 日

(火 )  
大阪市城東区    

別

所  

5 

9 石原産業株式会社  
8 月 1 日

(木 )  
滋賀県草津市  

中央研究所生物科学

研究室  

高

山  
3

10 住友化学株式会社  
8 月 9 日

(金 )  
兵庫県宝塚市  

健康・農業関連事業研

究所  

中

島  

6 

11 タカラバイオ株式会社  
8 月 6 日

(火 )  
三重県四日市市  

ドラゴンジェノミク

スセンター  

加

藤  
4

12 
日清食品ホールディンクス

株式会社  

8 月 1 日

(木 )  
滋賀県草津市  食品安全研究所  

北

川  

7 

13 日本植生株式会社  
8 月 5 日

(月 )  
岡山県津山市  本社  

石

田  
3

14 不二製油株式会社  
7 月 23 日

(火 )  
大阪府泉佐野市  

フードサイエンス研

究所  

真

木  

8 

15 
オリエンタル酵母工業株式

会社  

7 月 24 日

(水 )  
大阪府吹田市  大阪工場  

高

木  
4

16 帝人株式会社  
8 月 1 日

(木 )  
大阪府茨木市  大阪研究センター  

稲

垣  

9 

17 サントリー株式会社  
8 月 7 日

(水 )  
大阪府三島郡  大阪研究センター  

北

川  
4

18 奈良県農業総合センター  
7 月 24 日

(水 )  
奈良県橿原市    

木

俣  

10 

19 シスメックス株式会社  
8 月 8 日

(木 )  
神戸市西区  テクノパーク  

別

所  
4

20 株式会社日吉  
8 月 5 日

(月 )  
滋賀県近江八幡市  本社  

北

川  
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11 

21 株式会社島津製作所  
8 月 6 日

(火 )  
京都市中京区  本社三条工場  

木

俣  
4

22 ナント種苗株式会社  
8 月 9 日

(金 )  
奈良県宇陀市  宇陀育種研究農場  

梅

田  
3

12 

23 株式会社産業経済新聞社  
8 月 1 日

(木 )  
大阪市浪速区  大阪本社  

芦

刈  
3

24 マルカン酢株式会社  
7 月 24 日

(水 )  
 神戸市東灘区  本社  

北

川  

13 

25 大和ハウス工業株式会社  
7 月 24 日

(水 )  
奈良県奈良市  総合技術研究所  

川

市  
3

26 株式会社萩原農場  
7 月 23 日

(火 )  
奈良県磯城郡田原本町  生産研究所  

相

田  

14 

27 長瀬産業株式会社  
8 月 7 日

(水 )  
京都府福知山市  福知山事業所  

塚

崎  
4

28 江崎グリコ株式会社  
7 月 23 日

(火 )  
大阪市西淀川区  大阪本社  

北

川  

15 

29 
奈良県産業振興総合センタ

ー  

7 月 23 日

(火 )  
奈良県奈良市    

石

田  
3

30 
ＤＳファーマバイオメディ

カル（株）  

8 月 9 日

(金 )  
大阪府吹田市  本社  

北

川  

16 

31 タキイ種苗株式会社  
8 月 6 日

(火 )  
京都市下京区  京都本社  

北

川  
3

32 洛東化成工業株式会社  
8 月 8 日

(木 )  
滋賀県大津市  本社  

北

川  

17 

33 株式会社ノエビア  
8 月 1 日

(木 )  
滋賀県東近江市  滋賀事業所  

北

川  
4

34 ＵＨＡ味覚糖株式会社  
8 月 8 日

(木 )  
大阪市中央区  本社  

芦

刈  

18 

35 株式会社カネカ  
8 月 5 日

(月 )  
兵庫県高砂市  高砂工業所  

高

木  
4

36 
バイオ・サイト・キャピタ

ル株式会社  

8 月 7 日

(水 )  
大阪府茨木市  

本社．ｻﾗﾔﾊﾞｲｵｹﾐｶﾙ研

究所  

河

合  

１）実 施 期 間 ：7/23～8/9 
     

２）一 人 ２社 訪 問  ： 計 ６６名 が参 加 （Ｍ１ＢＸ：６４名 、Ｍ１ＦＢ：１名 、Ｄ２：１名 ） 
   

３）受 け入 れ企 業 ：36 社  
     

４）ＴＡ：18 名  
      

５）教 員 同 行 ：キャリアアドバイザー３名  、教 授 ８名 、准 教 授 ９名 、助 教 １名  
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資料 I-14 国際化教育プログラムシラバス（平成２５年度版） 

 
科学英語特別講義 Scientific English Special Lecture 
 選択科目・5 単位  
【開講時期】  2 年次   

【担当教員】  Paul McAleese、真木  智子  

【教育目的/授業目標】 米国など英語圏の大学や研究所で研究をするために必要な英語能力、およ

び学会や海外でのセミナーにおいて外国人と英語で研究上の議論を行う能力を習得する。  

【指導方針】  少人数クラスの環境の中で主体的で積極的な取り組みを奨励する。これらを通じて、

英語能力の向上と国際性の涵養を図る。  

【履修条件】  米国での研修の前後に行う数回の説明会および真木智子助教の講義を受講すること。

【成績評価の方法と基準】 米国の英語研修センターでの授業成績（７０％）および帰国後のレポー

ト（３０％）により評価する。  

【注意事項】  受講希望者に対して面談を行い、受講者を選抜する場合もある。  

 

国際バイオゼミナール  I~IX International Bio-Seminar I-IX 
 選択科目・9 単位  
【開講時期】  博士後期課程１～３年次   

【担当教員】  カリフォルニア大学デービス校生物科学部 教員 3 名  

【教育目的/授業目標】  英語を使って研究上の議論を行うために必要なコミュニケーション能力を

修得する。  

この講義は I～ IX の集中講義形式の講義科目（各 1 単位）により構成され、各年次に 3 つずつの科目

を開講する。  

【指導方針】 講義に内容に関連する英語論文を事前に読解。学習し。キーワードやキーコンセプト

を理解したうえで講義に臨ませる。少人数クラスのゼミ形式の講義と議論に対して主体的で積極的な

とり国を奨励する。これらを通じて、英語でのモミュニケーション能力の向上と国際性の涵養を図る。

【履修条件】  講師が指定する論文等を講義前に読解・学習しておくこと。  

【成績評価の方法と基準】 講義への取り組み（７０％）および受講後のレポート（３０％）により

評価する。  

【注意事項】  国際バイオゼミナール I～ IX は各１単位で、毎年３科目ずつ開講される。  

1 年次に少なくとも 1 科目を履修すること。各講義科目のテーマ及び開講日時は別に通知する。  

 

国際学生ワークショップ・ゼミナール International Student Workshop and 
Seminar 
 選択科目・2 単位  
【開講時期】  2 年次秋学期   

【担当教員】  真木 寿治、塩﨑 一裕、真木 智子  

【教育目的/授業目標】  英語での研究発表および議論を通じて、国際的な研究活動に必要な能力を

育成する。さらに、同年代の外国人学生と英語での議論を密に行うことにより、研究を遂行する上で

必要な幅広い視野を涵養する。  

【指導方針】 米国や中国の学生と英語だけを使う環境の中で議論させ、自ら意見を述べ質問するよ

うな主体的な取り組みを重視する。これらを通じて、英語能力の向上と国際的な場で必要なコミュニ

ケーション能力の育成を図る。  

【履修条件】  自身のテーマについて英語での発表準備を済ませておくこと。  

【成績評価の方法と基準】 ワークショップでの担当教員の評価（７０％）および終了後のレポート

（３０％）により評価する。  

【注意事項】  複数回の受講は認めない。  

短期修了が見込める場合には１年次秋学期の受講を認める。  

 

UCD リトリート UCD Research Retreat 
 選択科目・1 単位  
【開講時期】  2 年次秋学期   

【担当教員】  真木 寿治、塩﨑 一裕、真木 智子  

【教育目的/授業目標】  英語での研究発表および議論を通じて、国際的な研究活動に必要な能力を

育成する。さらに、同年代の外国人学生と英語での議論を密に行うことにより、研究を遂行する上で

必要な幅広い視野を涵養する。  
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【指導方針】 米国や中国の学生と英語だけを使う環境の中で議論させ、自ら意見を述べ質問するよ

うな主体的な取り組みを重視する。これらを通じて、英語能力の向上と国際的な場で必要なコミュニ

ケーション能力の育成を図る。  

【履修条件】  自身のテーマについて英語での発表準備を済ませておくこと。  

【成績評価の方法と基準】 ワークショップでの担当教員の評価（７０％）および終了後のレポート

（３０％）により評価する。  

【注意事項】  複数回の受講は認めない。  

短期修了が見込める場合には１年次秋学期の受講を認める。  

 
【出典 バイオサイエンス研究科シラバスシステム https:/ /bs-education.naist . jp/bio_syl labus/】 
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資料 I-15 教育連携研究室学生派遣状況（平成２３年度５月１日現在） 

 

開始年度 教育連携研究室名称 
学生派遣

数（人） 
課程 

平成 9 年 大阪府立成人病センター研究所 2 MC，DC 

平成 10 年 (財)地球環境産業技術研究機構 1 MC 

平成 22 年 （財）大阪バイオサイエンス研究所 2 MC，DC 

【出典：平成 24 年度「大学院活動状況調査」回答】 

 

 

資料 I-16 TA・RA 採用状況（平成 22～24 年度） 

 

  H22 H23 H24 

TA 50 名 20 名 23 名 

RA 95 名 112 名 123 名 

 

 

資料 I-17 修了者アンケート調査結果（平成 24 年度） 

 

14 15

34

49

38

25 22
16

71
65

47

44

50

50
51

40

11
18 14

6
10

21 23

26

2 2
1

3 4

8

4 1

1

2 1 1 2
9

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

講
義
・
演
習

指
導
教
員
の
教
育
・指
導

研
究
設
備

研
究
支
援
体
制

グ
ル
ー
プ
研
究

教
育
内
容

就
職
支
援

未回答

５．まったく満足し

ていない。

４．満足していな

い。

３．どちらとも言え

ない。

２．満足している。

１．非常に満足して

いる。

 
平成 24 年度 博士前期課程修了者 93 名、博士後期課程修了者 3 名の合計の割合 

修士と博士でほぼ同じ傾向の回答であった
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分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

観点 学業の成果 

（観点に係る状況） 

 

平成 22～24 年度の修了・学位授与状況を資料 II-1 に示す。前期課程、後期課程の学

位授与率は平均してそれぞれ 90％、57％である。適切な修了要件単位数を設けて各科目

を履修させることにより、教育目標に掲げる学力・能力を身に付けさせ、シラバスに示

した成績評価の方法と基準に従って適切に評価することにより、検証している。前期課

程における成果の一例として、研究科の教育目標である国際性涵養と密接に関わる英語

教育に関し、入学時、修了時にそれぞれ行ったＴＯＥＩＣの結果を資料 II-2 に示した。

前期課程における授業・演習による正の効果が認められる。また、研究指導の成果とし

ては、国内外の学会における学生の発表数は年平均 145 件、論文発表数も年平均 45 件に

上る（資料 II-3）。 

 

必修科目に関する授業アンケートを毎年実施し、ＦＤ研修会でその分析・総括を行っ

ている（資料 I-5）。その一例として、研究科 BXM1 の基幹授業ともいえる「先端科学の

ための実践生物学」に対するアンケート結果を資料 II-4 に示した。 

加えて、課程修了時に、研究科活動並びに教育内容全般に関するアンケート調査を実

施している。それらの結果を分析し、定量的、経年的な把握に努めている。該当する資

料の一部（資料 I-17）を示す。 

 

（水準） 

 

期待される水準を上回る 

（判断理由） 

「修了・学位授与状況」に関するデータから、過去 3 年間においてそれらの達成率が

ほぼコンスタントに維持されていること、また、「研究業績」のデータから、論文並びに

学会発表数も高いレベルで維持されていることが示されている。授業評価アンケート及

び修了生アンケートの結果でも、教育内容及び結果についての満足度も大きい。 

 

 

観点 進路・就職の状況 

（観点に係る状況） 

 

平成 22～24 年度修了生の進路・就職状況を資料 II-5 に示す。前期課程学生に関して

は、企業（研究部門）が 40%程度、企業（その他の職種）が 20％程度、進学が 23％程度

で推移している。また、その就職業種を一覧すると、食品、製薬、化学といったバイオ

系から、機械、情報通信、特許事務所と多岐にわたっており、その職種も研究職、教師

など多様である。これより、大学並びに研究科の教育使命と目標はほぼ達成されている

と考えられる。一方、後期課程修了者に関しては、大学の教員が 5％程度、企業（研究

開発部門）が 32％程度、ポスドクが 50％程度で推移している。これらの中には、米国で

のポスドク研究員、留学生の母国での大学教員など、研究科の人材養成目的に沿う多様

な進路状況が見られる。 

 

研究科では、毎年定期的に外部識者によるアドバイザー委員会を開催している。その

メンバーには、研究科が「関係者」として想定する諸分野からの委員が含まれている。

その会議においては、求める人材、大学院教育への要望など全般的なテーマに関する議

論を行うと共に、修了者を雇用している企業を含めて、それぞれの立場からのアドバイ
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ス、コメントの聴取を行っている（資料 II-6）。委員の出身分野、所属業界などを反映

し、「大学院生が修得すべきこと」、「社会の動向とそれへの対応策」などに関しては多様

な意見が出されるが、全体として当研究科における研究教育への取組は高く評価されて

いる。 

一方、修了生からは同窓会や研究科の記念行事的な集まりにおいて、在学時の総括、

研究科への要望、社会への対応策などに関する意見聴取を行っている（資料 II-7）。 

 

（水準） 

 

期待される水準を上回る 

（判断理由） 

毎年ほぼ 90%以上の就職率を維持している。また、その業種・職種も多岐にわたるこ

とは、広く社会で活躍する人材を提供するという教育目的からは望ましいことである。

ただし、学生の就職状況を判断する際には、就職率だけではなく、その職種や産業が学

生自身の当初抱いていた希望とどれだけ合致したものになっているかという観点からの

判断も欠かせない。また、後期課程への進学者（特に学内進学者）が減少傾向にあり、

改善のための一層の努力と工夫が求められる。一方、東南アジア連携校からの優秀な留

学生が博士後期課程に毎年コンスタントに入学している。 

なお、外部関係者からの評価を聴取するシステムに関して、アドバイザー委員会を開

催している。また学会開催時に開かれる同窓会、あるいは 20 周年記念式典などにおい

て、社会で活躍している卒業生や元教員から現役大学院生や教員に対して意見を述べて

もらう場を作り、学生らの将来像、社会からの要望を聞く機会を設けている。  
 
資料 II-１ 学生の修了・学位授与率 

 

課程 H22 H23 H24 

博士前期課程 学位授与者数 99 94 114 

  2 年前入学者数 111 106 122 

  学位授与率 89.2% 88.7% 93.4% 

博士後期課程 学位授与者数 18 14 15 

  3 年前入学者数 21 42 29 

  学位授与率 85.7% 33.3% 51.7% 
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資料 II-2 TOEIC の結果 

 

H22年 4月 H23年 1月末 H23年 4月 H24年 1月末 H24年 4月 H25年 1月末

学年 平均点 受験数 平均点 受験数 平均点 受験数 平均点 受験数 平均点 受験数 平均点 受験数

M1 415.6 107 ー ー 439.0 120 ー ー 444.8 124 ー ー

M2 482.6 101 495.0 79 432.5 95 441.3 84 444.2 96 471.3 93

D1 620.0 24 ー ー 605.6 35 ー ー 595.0 20 ー ー

D2 646.0 30 ー ー 677.1 24 ー ー 645.3 19 ー ー

D3 537.3 15 580.4 13 691.4 28 636.0 15 617.9 14 605.0 4

全員 489.3 277 507.1 92 435.6 302 469.9 99 479.5 273 476.8 97  

 

 

資料 II-3 学生の研究業績 

 

区分  H22 H23 H24 平均  
学会発表（回）  156 141 137 145 
論文発表数（件） 
（ 学 生 が 学 術 雑 誌 等

に発表したもの）  

37 43 54 45 

 

 

資料 II-4 BX 先端科学のための実践生物学 満足度 M1 アンケート結果 

 

 
補足：2013 年度は満足度の割合が増加 
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資料 II-5 課程修了者の就職・進学状況（平成 22～24 年度） 

 

【博士前期課程】 

  
平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

修了者数 99 人 94 人 114 人 

大学の教員（助手・講師等） 1 人 0 人 0 人 

 修 了 者 に対 する割 合 1  ％ 0  ％ 0  ％ 

公的な研究機関 5 人 3 人 1 人 

 修 了 者 に対 する割 合 5  ％ 3  ％ 1  ％ 

その他の公的機関 1 人 0 人 1 人 

 修 了 者 に対 する割 合 1  ％ 0  ％ 1  ％ 

企業（研究開発部門） 35 人 39 人 52 人 

 修 了 者 に対 する割 合 35  ％ 41  ％ 46  ％ 

企業（その他の職種） 16 人 26 人 18 人 

 修 了 者 に対 する割 合 16  ％ 28  ％ 16  ％ 

学校（大学を除く）の教員 1 人 2 人 0 人 

 修 了 者 に対 する割 合 1  ％ 2  ％ 0  ％ 

進学（博士課程、留学等） 30 人 14 人 28 人 

 修 了 者 に対 する割 合 30  ％ 15  ％ 25  ％ 

その他 10 人 10 人 14 人 

 修 了 者 に対 する割 合 10  ％ 11  ％ 12  ％ 

【博士後期課程】 

  
平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 

修了者数 18 人 14 人 15 人 

大学の教員（助手・講師等） 0 人 0 人 2 人 

 修 了 者 に対 する割 合 0  ％ 0  ％ 13  ％ 

公的な研究機関 0 人 0 人 0 人 

 修 了 者 に対 する割 合 0  ％ 0  ％ 0  ％ 

その他の公的機関 3 人 0 人 2 人 

 修 了 者 に対 する割 合 17  ％ 0  ％ 13  ％ 

企業（研究開発部門） 6 人 5 人 4 人 

 修 了 者 に対 する割 合 33  ％ 36  ％ 27  ％ 

企業（その他の職種） 0 人 1 人 0 人 

 修 了 者 に対 する割 合 0  ％ 7  ％ 0  ％ 

ポスドク（同一大学） 5 人 4 人 1 人 

 修 了 者 に対 する割 合 28  ％ 29  ％ 7  ％ 

ポスドク（他大学等） 4 人 3 人 4 人 

 修 了 者 に対 する割 合 22  ％ 21  ％ 27  ％ 

進学（留学等） 0 人 0 人 0 人 

 修 了 者 に対 する割 合 0 ％ 0  ％ 0  ％ 

その他 0 人 1 人 2 人 

 修 了 者 に対 する割 合 0  ％ 0  ％ 13  ％ 
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資料 II-5 （続き） 

  

※平成 22 年度～平成 24 年度 主要な就職・進学先 

（就職先）  

トヨタ自動車、協和発酵キリン、資生堂、日本電気、ロート製薬、小野薬品工業、カネカ、大塚

製薬、マルハニチロホールディングス、新日本科学、エバラ食品工業、倉敷紡績、シミック、シ

ーエーシー、アース環境サービス、東和薬品、リニカル、ホクト、田村薬品工業、日東電工、

AC メディカル、奈良県立医科大学、大阪府立茨城高校 他 

（博士後期課程進学先） 

奈良先端科学技術大学院大学、北海道大学、名古屋大学、九州大学、富山県立大学 等 

 

資料 II-6 アドバイザー委員会議事要旨（平成 24 年度） 

 

バイオサイエンス研究科アドバイザー委員会（第 9 回）議事要旨 

 

1．日 時 平成 24 年 11 月 16 日（金）13：00～19：00 

 

2．場 所 バイオサイエンス研究科棟１階 大講義室 

（NAIST バイオ学術賞授与式及び記念講演） 

バイオサイエンス研究科棟１階大セミナー室 

（バイオサイエンス研究科の現状報告及び委員からの意見拝聴） 

大学会館２階 特別会議室（懇談会） 

 

3．出席者 今中、加藤、篠崎、杉村、田中（章）、田中（隆）、手柴、野口、花岡、 

福田、松山、三輪（清）、三輪（正）の各委員 

      横田研究科長、伊東副研究科長、川市学長補佐、 

      橋本教授（教務委員長）、真木教授（国際委員長）、高木教授（就職委員長） 

 

  欠席者 岡田、小鞠、竹市、山本の各委員 

 

（陪席者）磯貝学長、村井理事、新名理事、高比良理事、二宮監事 

島本、高山、出村、梅田、中島、塩坂、河野、加藤、真木、小笠原、塩

崎、高木、別所の各教授、稲垣、森田の各准教授 

堀江教育研究支援部長、北出経営企画部長、奥田企画総務課長、 

竹下学生課長、桐山研究協力課長、森川学術情報課長、林田人事課長、 

成相会計課長、白石施設課工営係長 

 

4．議 事 

 （1）NAIST バイオ学術賞授与式及び記念講演（13：00～14：00） 

伊東バイオサイエンス副研究科長司会のもと、本年度の NAIST バイオ学術賞受

賞者は経塚淳子先生（東京大学大学院農学生命科学研究科・准教授）に決定した

と今中 NAIST バイオ学術賞選考委員長（アドバイザー委員）から報告があり、横

田バイオサイエンス研究科長から賞状、トロフィー、賞金（20 万円）、が授与さ

れた。またその後続けて記念講演が開催された。 

 

 （2）バイオサイエンス研究科の現状報告及び委員からの意見拝聴（14：15～17：15） 

    研究科長から開会の挨拶並びに学長から挨拶が行われた。引き続き、研究科長

から陪席した役員の紹介、本研究科出席者の紹介が行われた後、研究科長及び副
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研究科長から現状報告が行われた。その後、各委員からの意見拝聴が行われた。

主な質問や意見は次のとおり。（○：委員、△本学）  
 
   ○大学が個別に学生のリクルートをしても実績がうまく上がってこないというこ

とを考えると、文部科学省、国立大学協会などに呼びかけて日本全体で学生の

流動化をはかるような組織づくりをしていく必要があるのではないか。  
   △国大協ではなかなかそういう議論ができないが、文部科学省で高等教育局長と

話をする時にはそのような話をしている。大学としてできる事はできる機会に

地道にやっていくしかない。  
 
   ○ドクターを 5 年間で確実に取れるプログラムにする。あるいは生命系で 4 年で 

ドクターを取らせることはほとんどない気がするので 4 年半、4 年で取れるよ

うなシステムを一つ入れると目玉になるのではないか。  
   △今までのドクターの基準は、何を発見したか、何か見つかったかで判断してい

る。新しい別の基準、ドクターの間にどういう技能をつけたか、どういう知識

を得たか、どういう考え方を身につけたかで判断してはどうかという議論は何

年も研究科で出ている。早いうちに皆のコンセンサスを得られればいいのだが。 
 
   ○グローバル COE の時にカリフォルニア大学デービス校や中国科学院とできた

コネクションを活かして、そういうところから学生が来るようなシステムがで

きていると海外から優秀な学生をとることができるのではないか。大学院の学

生が減る、なかなかいい学生が来ないという時に留学生をうまく使うのは一つ

の方法かと思う。  
 
   ○寮を樹立して全員寮に入れるようにする、すべての講義を英語でする。そうい

う特徴があればすぐに学生は集まる。京大の工学研究科博士後期課程は外部か

ら奨学金を集め、全部学生の学費にする事で今年度から全員学費無料にしてい

る。住むところと学費が安い、英語で訓練を受けられるといったらここは絶対

にピカピカになると思う。  
 
   ○個人的な意見として、留学生、特にアジアの留学生に学位を取らせるための機

能としてこの大学が運営されるのはあまり賛成しない。日本人のため、国家の

ため役立つ人材を育成するというのが根底にあるべきと思う。  
   ○ものの本によると 10 年後、20 年後には他のアジア諸国とくらべると日本は低

学歴社会になると言われている。修士の人も減るし、ドクターを取った人も韓

国や中国に比べるとぐっと減ってしまう。そういう資格は国際的に重要で企業

の人も困ると思う。企業の人を受け入れて学位を取らせる、ということが今後

ますます重要になるのではないか。  
 
   ○入り口を広めるためには大学間の連携が重要。継続的にセミナーや講義をすれ

ば、こちらの大学のすばらしさが学生によく伝わり、自然と受ける学生が増え

てくるように思う。授業料を考えても、私立大学と国立大学なら学生は国立大

学の方を選ぶ。  
 

5. 委員との懇談会 

会場を大学会館 2 階特別会議室に移し、懇談会が催され、活発な意見交換が行われた。 
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資料 II-7 研究科 20 周年記念式典概要 

 

奈良先端科学技術大学院大学バイオサイエンス研究科 

２０周年記念 祝賀会・祝賀記念パーティー  

 

平成２４年１１月１７日（土）１４時～１９時３０分 

 

祝賀会（会場：ミレニアムホール） 

 

14:00～14:10 

開会挨拶 横田明穂（バイオサイエンス研究科長、教授） 

 

14:10～ 

学術講演会  

司会：川市正史（20 周年記念祝賀会企画・運営委員長、バイオサイエンス研究科教授） 

 

「フロリゲンの謎に迫るーその構造と多機能性ー」 

島本功 先生（平成 24 年紫綬褒章受章者、バイオサイエンス研究科教授） 

 

「お米ができるまでの分子遺伝学」 

 経塚淳子 先生（平成 24 年度 NAIST 学術賞受賞者、東京大学大学院農学生命科学研究

科准教授） 

 

「翻訳の休止がストレス応答に果たす役割」 

柳谷耕太 先生（平成 24 年度梅園賞受賞者、バイオサイエンス研究科特任助教） 

 

15:10～ 

歴代教授スピーチ  

司会：伊東広（バイオサイエンス研究科副研究科長、教授） 

 

「バイオサイエンス研究科のたどりし道と第 2 の山中伸弥教授を出すための私見」 

山田康之 先生（平成 24 年度文化勲章受章者、奈良先端大学名誉教授、元学長） 

 

「私の科学者人生の原点ーEureka」 

吉川寛 先生（奈良先端大学名誉教授、元バイオサイエンス研究科長） 

 

安田國雄 先生（奈良先端大学名誉教授、前学長） 

 

15:55～16:10 

（休憩） 

 

16:10～ 

修了生座談会  

座長：横田明穂 

 

参加者： 

 赤澤真一 氏（谷研・2004 年博士後期課程修了・長岡工業高等専門学校准教授） 

 秋貞盛人 氏（塩坂研・2001 年博士前期課程修了・小野薬品工業株式会社） 

岡野陽介 氏（島本研・2007 年博士後期課程修了・独立行政法人科学技術振興機構） 
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佐坂真一 氏（河野研・2003 年博士前期課程修了・ 

サーモフィッシャーサイエンティフック株式会社） 

澤田陽子 氏（河野研・2006 年博士前期課程修了・ 

アサヒグループホールディングス株式会社食の基盤技術研究所） 

中村奈央 氏（貝淵研・2001 年博士後期課程修了・大日本住友製薬株式会社） 

西村宜之 氏（横田研・2001 年博士前期課程修了・農業生物資源研究所）  

Maksum Radji 氏（吉川研・2000 年博士後期課程修了・インドネシア大学薬学部教授） 

武藤祐貴 氏（出村研・2011 年博士前期課程修了・植田製油株式会社) 

 

 

17:00～ 

2012 年ノーベル医学・生理学賞ご受賞関連企画  

司会：駒井章治（バイオサイエンス研究科准教授） 

 

バイオサイエンス研究科設置２０周年に寄せてビデオメッセージ 

山中伸弥 先生（京都大学 iPS 細胞研究所所長・教授、奈良先端大学栄誉教授） 

 

特別講演「NAIST で学んだこと」 

高橋和利 先生（京都大学 iPS 細胞研究所講師） 

 

17:35～17:40 

閉会挨拶 伊東広（バイオサイエンス研究科副研究科長、教授） 
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Ⅲ 「質の向上度」の分析 

 
（１） 分析項目Ⅰ 教育活動の状況 

 

①「２コース制を基盤とする教育システムの整備」(分析項目Ⅰ、Ⅱ) 

出身分野、学力、将来の進路先等を踏まえ多様な入学生に対応して、前期課程と後期

課程におけるそれぞれの教育目的を実現するために、ＢＸ並びにＦＢという２コース制

を実施している。種々の改革を織り込みながら、多岐に亘り着実にその成果を挙げてい

る。毎年 20-30 名程度の学生がＦＢコースを選択している。BX コースもオープニングテ

ストの成績を基に２クラスとし、学力別の講義演習を行っている。ＦＢ、ＢＸそれぞれ

のコースで必修とされる基盤領域の学習、語学教育に加えて、融合領域、教養科目、共

通科目に関しては各人の希望に応じて受講できるような科目編成を行い、目的とする多

様な人材の育成を図っている。 

 

②「教育研究指導体制の改善：少人数による授業実施、アドバイザー委員による複数指

導体制」(分析項目Ｉ，II) 

必修科目において、少人数による「演習」形式の授業を取り入れて 15 年ほど経過する。

学生が能動的に講義・演習に取り組むようにアクティブラーニングを取り入れている。

ＦＢ、ＢＸともに各学生に対するアドバイザー委員会を設置し、所属研究室以外の教員

からの研究上のアドバイスを定期的に受けるシステムが定着し学生の主体性を高めてい

る。 

 

③「国際性涵養のための取り組みと英語教育システムの整備」(分析項目Ⅱ) 

英語学習の環境づくり、授業内容の整備、外国大学との連携など、英語教育システム

の改善に関して系統的な取組がなされている。二回にわたる「ＣＯＥプログラム」並び

に「卓越した大学院拠点形成支援補助金」を有効に活用することにより、その内容に関

して大幅な改定を行ってきた。ＦＢコースにおける１ヶ月間の海外英語研修や海外研究

研修の実施、海外大学教員によるセミナー形式の集中講義などが持続的に実施され、そ

の具体的な成果は多方面で認められる。 

 

④「ＦＤ研修会議の実施と教育方法への効果」(分析項目Ⅰ、Ⅱ) 

ＦＤ研修制度は開催状況、内容はほぼ確立されたものとなっている。毎年 4 月、7 月

の 2 回、助教、准教授並びに助教の全教員が参加して開催されている。4 月の会議では、

「新年度の授業編成を含む教育体系全体の周知と意見交換」を、7 月の会議では「学生

アンケート調査の結果並びに外部授業評価委員による評価に基づく議論」を、それぞれ

主議題としている。研究科の教育にたずさわるスタッフにおいて極めて重要な会議とな

っており、研究科の教育システム運営に大きく貢献している。 

ＦＤ研修会による教育面への効果は多方面で見られ、例えば米国の先進的な大学で取り

入れられている教育方法（スキル）と授業のＩＴ化の状況を実際に見学し、それらの導入

を図っている。 

 
⑤「文部科学省による各種プログラムへの採択と電子教育カルテの導入」(分析項目 II) 

本研究科の掲げる教育目的とその実現のためのこれまでの取組みが評価され各種プロ

グラムに採択された。その支援を最大限活用しながら、教育活動の改善を進めた。アド
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バイザーヒアリングを行う際に、学生は予め「電子カルテシステム」に報告書をアップ

し、その報告書をもとにしたヒアリング後、教員は「電子カルテシステム」を用いて研

究実験の進捗状況、研究の背景の理解、計画性、発表、質疑応答の評価を行うとともに

コメントを学生及び指導教員に伝えている。ペーパーレスで迅速、かつ透明性のある評

価システムが構築されたと言える。 

 

⑥「キャリアーパス教育の実施と就職支援体制の整備」(分析項目Ⅱ) 

前期課程学生のみならず博士後期課程及び PD のキャリアーパス教育の整備、キャリア

デザイン支援室の設置など、学生らの将来設計並びに就職活動に対する支援制度を充実

させ、学生並びに社会からの要請に応えた取り組みをめざしている。具体的にはキャリ

ア相談室の設置、企業体験プログラムの実施、授業科目「バイオインダストリー特論」

「バイオインダストリー特論演習」の実施などが挙げられる。企業での豊富な経験を持

つ特任教授や客員教授を各分野毎に雇用し、前期課程学生のみならず後期課程進学者お

よび PD に対するキャリアパス支援を行っている。前期課程と後期課程の両方の学生にお

いてキャリアデザイン支援室を介した採用が出てきている。 

 

 

（２） 分析項目Ⅱ 教育成果の状況 

 

① 「博士後期課程学生の英語でのコミュニケーション能力の向上」 

 「グローバル COE プログラム」や「卓越した大学院拠点形成支援補助金」を活用して

サマーキャンプ、秋の国際ワークショップでの FB 学生の英語口頭発表を継続的に行って

いる。当初のサマーキャンプでの学生の英語発表に比べると格段にレベルが上がってい

ると、外部評価の先生からもコメントをもらっている。外国人英語教員と担当研究科教

員がサマーキャンプの２カ月近く前からこれまでに培われた綿密なスケジュールのもと

学生の個人指導を何度も事前に行っている成果が表れている。UC Davis での１カ月間の

英語研修、サマーキャンプでの発表、アメリカと中国の大学院生との合宿形式の国際ワ

ークショップでの質疑応答といった一連の英語教育の流れ、そして最近の留学生の増加

による英語を話す機会の増加などが相乗的に働いていると言える。社会に出てから、奈

良先端大でのこれらの経験が非常に役立っており、また勤務先で他大学博士取得者との

違いを感じるとの卒業生のコメントも届いている。 
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